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名
古
屋
市
営
地
下
鉄
丸
の
内
駅
5
番

口
か
ら
東
に
向
か
い
本
町
通
を
南
へ
。

一
本
目
の
交
差
点
が
旧
札
の
辻（
本
町

通
と
伝
馬
通
の
交
差
点
）。美
濃
路
は

そ
の
ま
ま
西
へ
向
か
い
、伝
馬
橋
を
渡

り
堀
川
沿
い
を
北
へ
。中
橋
か
ら
五
条

橋
に
か
け
て
美
濃
路
と
並
行
に
四
間

道
が
あ
る
。幅
下
二
丁
目
交
差
点
を
西

へ
。な
ご
や
小
学
校
・
幅
下
公
園
の
敷

地
に
沿
っ
て
北
へ
。国
道
22
号
線
を
歩
道

橋
で
渡
り
3
本
目
の
T
字
路
を
西
へ

進
む
。後
は
庄
内
川
ま
で
一
直
線
の
道

と
な
る
。 名

古
屋
宿

清
須
越
由
来
の
橋
、

蔵
の
道
、

古
民
家
が
残
る
道

美濃路名古屋市

東
海
道
と
中
山
道
を
結
ん
だ
陸
路
の
道

な
　
　
　
　
　
　
ご
　
　
　
　
　
　
や

　

名
鉄
萩
原
駅
か
ら
ま
ず
は
冨
田

の
一
里
塚
へ
。街
道
の
両
側
に
榎
の

木
が
残
り
、美
濃
路
で
唯
一
原
形

を
と
ど
め
る
貴
重
な
一
里
塚
で
あ

る
。美
濃
路
を
し
ば
し
逸
れ
て
、織

田
信
長
と
舅
の
斎
藤
道
三
が
初
対

面
し
た
聖
徳
寺
跡
へ
立
ち
寄
り
、

そ
の
ま
ま
北
へ
向
か
う
。木
造
の

町
家
が
点
在
す
る
起
の
宿
場
跡
で

歴
史
の
薫
り
に
包
ま
れ
な
が
ら
木

曽
川
の
渡
船
場
跡
に
着
く
と
、尾

張
側
の
美
濃
路
は
終
点
と
な
る
。

起 

宿

水
陸
交
通
の

要
と
し
て
栄
え
た

起
を
目
指
す
コ
ー
ス

美濃路一宮市

川
面
を
渡
る
風
と
と
も
に
尾
張
側
の
終
点
へ

お
こ
し
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48分

1

名古屋観光
コンベンションビューロー
052-202-1143

問

information

美濃路、起宿の歴史を模型や旧建築で体感
 一宮市尾西歴史民俗資料館
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史
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●表紙画像（上から下に）五条橋（名古屋市）、起宿脇本陣跡（旧林屋住宅）
（一宮市）、美濃路稲葉宿本陣ひろば（稲沢市）／浮世絵　歌川広重「東海道
五拾三次内 鳴海」「同 宮」「同 岡崎」「同 二川」画像一部（静岡市東海道広重
美術館蔵）

街
道
資
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〉
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四間道

円頓寺本町
商店街

円頓寺
商店街
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トヨタ産業技術
記念館

上更

八坂

枇杷島二

明道町

日銀前

押切北

押切
城西一丁目南

新御園橋景雲橋小園

ドルフィンズ
アリーナ

愛知県警察本部
名古屋能楽堂

名西街園枇杷島公園

幅下公園
小塩橋

本町公園

歩道橋を
渡る

歩道橋を
渡る

22

22

215

9：00～17：00（入館は16:30まで）　　無料　
月曜日（祝日の場合は翌日）、祝日の翌日
（土日祝の場合は開館）、年末年始
〒494-0006 一宮市起字下町211
無料駐車場あり
一宮市尾西歴史民俗資料館　　0586-62-9711

五条橋 伝馬橋

海福寺白山神社八坂神社

旧枇杷島橋案内板

名古屋宿/札の辻跡（本町通・伝馬町通交差点）

起宿の町並み

美濃路で唯一両側に塚が残る「冨田一里
塚」。西側には公園が整備されている。

起宿本陣を世襲した加藤家で
は問屋場も兼任していた。

織田信長と舅の斎藤道三が会見したと伝わる聖徳寺が
あった場所。　

金刀比羅社前の定渡船場跡。他に宮河
戸と船橋河戸に渡し口があった。

新道六箇寺のひとつ。尾張徳川家初代徳川義直は、
鷹狩に行った際にここでよく小憩したという。

榎権現で親しまれる。織田信長が桶狭間の戦いの際、戦勝祈願
に太刀一口を寄贈したといわれる。長寿延命と豊作祈願の提灯祭りが有名。

起宿脇本陣を務めた林家の建物。内部と日本庭園を
公開。　

元は清須を流れる五条川に架かっていたものを「清須越」の際一緒に移
した橋。現在の橋は昭和13年（1938）に架け替えられたもの。

堀川七橋のひとつ。美濃路がこの橋を通っていたため江戸
時代は一番のにぎわいであったといわれる。　

江戸時代の枇杷島橋が架かっていたとされる
位置に設置。江戸時代の橋は川の中にあっ
た中島を中継し二つの橋が架かっていた。

街道から定渡船場に向かう角に建つ「旧湊屋文右衛門
邸」は明治初期に建てられた商家。　

information

一宮市観光協会
0586-28-9131
一宮市本町2-5-6 一宮市役所内

【尾張一宮観光ガイドボランティア】
　 090-1478-9192
※要予約・無料　実費（交通費・資料代等）負担

問

所

所要時間 約1時間48分 距離約6.4km

冨田一里塚

旧湊屋文右衛門邸
起渡船場跡～
定渡船場跡・常夜燈

聖徳寺跡

起宿脇本陣跡（旧林家住宅）・
一宮市尾西歴史民俗資料館

起宿本陣・
問屋場跡（石碑）

（有松)
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information

清須市観光協会
052-400-2911
清須市須ケ口1238

【清須市ガイドボランティアの会】
　 052-400-2911
（清須市役所産業課内 清須市観光協会）
※要予約・無料（随時コースは有料）

問

所

稲沢市観光協会
0587-22-1414
稲沢市朝府町15-12
稲沢市産業会館内

【稲沢市観光協会観光ボランティア】
　 0587-22-1414
（稲沢市観光協会事務局内）
※要予約・無料
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分
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分
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分
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分
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東
、中
、西
に
問
屋
場
が
置
か
れ

て
い
た
稲
葉
宿
。中
問
屋
場
を
務

め
た
伊
東
家
の
前
に
は
現
在
石
碑

が
あ
り
、格
子
の
立
派
な
町
家
造

り
が
歴
史
を
伝
え
て
い
る
。三
代

将
軍
徳
川
家
光
が
上
洛
し
た
際
に

宿
と
し
た
禅
源
寺
や
、街
道
沿
い

に
鳥
居
が
あ
る
中
嶋
宮
を
経
て
立

場
茶
屋
の
あ
っ
た
高
木
へ
。茶
屋
で

一
服
す
る
人
々
の
賑
わ
い
を
思
い

浮
か
べ
な
が
ら
、国
道
1
5
5
号
を

越
え
て
萩
原
宿
へ
向
か
う
。

問
屋
場
を
中
心
に

栄
え
た
宿
場
町
を

歩
く
コ
ー
ス

稲沢市・一宮市

城
下
町
ら
し
さ
と

信
長
の
面
影
を

感
じ
る
コ
ー
ス

清須市・稲沢市

　

名
古
屋
か
ら
西
北
へ
進
み
庄

内
川
を
越
え
て
西
枇
杷
島
に
入

る
と
、橋
詰
神
社
の
東
に
美
濃

路
の
道
標
が
残
さ
れ
て
い
る
。こ

の
辺
り
は
か
つ
て
岩
倉
、八
神
、

津
島
へ
向
か
う
各
街
道
が
集
中

し
て
い
た
た
め
、市
場
や
問
屋

町
と
し
て
栄
え
た
。屋
根
神
様

を
祀
っ
た
家
や
豪
壮
な
家
屋
、

珍
し
い
木
造
三
階
建
て
な
ど
貴

重
な
木
造
町
家
建
築
の
家
々
が

残
る
西
枇
杷
島
、須
ヶ
口
、清
須

宿
の
跡
を
歩
き
、清
洲
城
を
目

指
す
。

清
須
宿
〜
稲
葉
宿
〜
萩
原
宿

風
情
あ
る
町
家
を

眺
め
、清
洲
城
へ

向
か
う
コ
ー
ス

美濃路清須市

信
長
を
は
じ
め
武
将
た
ち
の
面
影
に
出
会
う

き　

よ　
　

す

い　

な　
　

ば

は　

ぎ 

　

わ　

ら

問

所

information

稲沢市観光協会
0587-22-1414
稲沢市朝府町15-12 
稲沢市産業会館内

一宮市観光協会
0586-28-9131
一宮市本町2-5-6
一宮市役所内

 

【稲沢市観光協会観光ボランティア】
　 0587-22-1414
   （稲沢市観光協会事務局内）
※要予約・無料

【尾張一宮観光ガイドボランティア】
　 090-1478-9192
※要予約・無料
実費（交通費・資料代等）負担　
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萩
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10：00～16：00（入館は15:30まで）
無料　　月曜日、祝日の翌平日（月曜日、祝日の
翌平日が休日の場合は近日の開館日）、
年末年始（12/29～1/3）
〒452-0045 清須市西枇杷島町西六軒20
なし　　清須市教育委員会生涯学習課
052-400-2911（代表）

市場の様子や問屋の暮らしを今に伝える 西枇杷島問屋記念館

街道資料館を
たずねる

問

所

　

JR
清
洲
駅
の
東
側
か
ら
街
道

を
歩
く
と
、三
差
路
や
見
通
し

の
悪
い
曲
が
り
角
な
ど
、城
下

町
ら
し
い
道
が
残
る
。長
光
寺

前
に
あ
る
四
ツ
家
追
分
の
道

標
な
ど
、街
道
の
旧
跡
も
見
逃

せ
な
い
。ま
た
織
田
信
雄
が

父
・
信
長
の
菩
提
寺
と
し
て
建

て
た
総
見
院
や
、信
長
が
愛
飲

し
た
井
戸
水
が
湧
い
て
い
た

「
臥
松
水
」の
あ
る
長
光
寺
な

ど
信
長
ゆ
か
り
の
地
も
多
く
、

歴
史
の
鼓
動
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
コ
ー
ス
だ
。

が  

し
ょ
う 

す
い

高さ3.6mの宝塔。寺の北に刑場があっ
たことから罪人を弔うために建立。

平成元年（1989）に建設された模擬
天守。館内は歴史資料館。

新川橋西詰にあるポケットパークには街道
の道標や新川開削の碑などがある。

寺の前の角に高札が立ち、「札ノ辻」と呼ばれていた。

美濃路最大の建坪を誇ったが、地震や火災で正門だ
けが残る。

長光寺付近の町並み

稲葉宿問屋場跡

新川の屋根神様

美濃路と岐阜街道の分岐点
を示す。

豊臣秀吉の五奉行の一人であった
長束正家の屋敷があった地。 南北朝時代の寄木造による秘蔵・虚空蔵菩薩坐像を安置する。

元は、織田信雄が父・信長の菩提寺として建立。清須越で移転した後、
新たに建立された。　長光寺のシンボル六角堂。六角形をした珍しい形の地蔵堂。　

農商業守護、厄除けの神として信仰される
「尾張大國霊神社（国府宮）」の一の鳥居。

美濃路稲葉宿本陣跡ひろばの門前には稲葉宿
本陣跡の石碑が立つ。

三代将軍徳川家光が旅宿にしたほか、朝鮮通信使や
琉球使節とも関係が深い。

街道沿いにある中嶋宮の鳥居。社殿は離れて
建ち、隣接して長隆寺がある。　

3つの問屋場の内、中問屋場を務めてい
た伊東氏邸前。

正瑞寺の前には高札場が置かれていた。　

南へ続く津島道を示す
道標。「右つしま道三里」
と刻まれた石の円柱。

萩原宿は上町と下町に問
屋場が置かれていた。上問
屋跡に石碑が建っている。

山田九左衛門家を移築した「問屋記念館」。問屋の
暮らしを学ぶことができる。

町家を改修した休憩所「飴茶庵」。駄菓
子の販売やギャラリーがある。

西枇杷島問屋記念館（旧山田邸）

飴茶庵

清涼寺・札の辻

清須宿本陣跡

総見院長光寺

国府宮一ノ鳥居

稲葉宿問屋場跡津島道道標

亀翁寺四ツ家追分跡
（石碑）

長束正家邸跡（石碑）
美濃路稲葉宿本陣跡ひろば禅源寺中嶋宮・鳥居萩原宿問屋

場跡（石碑）

正瑞寺

清洲城・清須古城跡

大宝塔（瑞正寺）

新川橋橋詰
ポケットパーク




